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The Development of Protest Policing and Public Order Governance in Kuala Lumpur (2011-2016): The proposed research seeks to build
on findings established in my doctoral dissertation on protest policing and public order governance in Malaysia, during the years 2011-
2016. Weaving together contemporary political theory with political ethnography, I have analysed a number of fundamental structural
changes in the Malaysian police's style of protest policing along with the state's management of public order, a trend that I summarize as
the increasing securitization of protest events and populations in Malaysia.

Building on research completed at the time of my PhD dissertation in 2018, I seek to answer: 1) How can we explain the shifts that took
place in Malaysia, particularly in the field of protest policing in Kuala Lumpur, during the years 2011-2016? 2) To what extent the
transformation in the governmentality of protest policing can be understood within the broader historical framework of the Malaysian state's
counterinsurgency past and present? 3) Focusing on the Bersih 2 protest in 2011 as an 'irruptive event' (Rabinow 1989) that led to shifts in
apparatuses of power relations, how do these changes relate to the resistance embodied by civil society, opposition political parties, and
the large crowds of protesters mobilized during that political conjuncture?

専攻分野

Major Field

My present findings include the following: 1) The genealogy of protest events reveal a counter-narrative to the official account on how
protest policing has progressively improved from  a draconian colonial policing style to a more liberal, constitutional and human rights
affirming framework. 2) The 'reforms' has not replaced the forms of arbitrariness and application of force. Instead, it is a process that
redistributed, concentrated and concealed the negative elements in a new form. 3) The negative elements that continue to thrive are
characterized by 'emergency powers as norm' (powers that originate from the Malayan Emergency, 1948-60), and neoliberalism as
exception (how the state maintains the use of sovereign force under neoliberal conditions).

I am presently writing up the findings above into a journal article for peer review, at the soonest opportunity. These results are also
essential for the preparation  of a book manuscript based on my dissertation and research findings over the last 90 days. Also, I hope to
present the research findings in an academic workshop/conference within the next 3 months.
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コロナ禍ということもあり、対面での交流は少なめとし、Zoomによるオンラインでの意見交換を多めに行った。研究室では机が自由に利
用できたことで、他の研究者との交流も比較的順調に行えていた。また、オンラインでマレーシアのアクターとインタビューを行った
り、セミナーに参加することで、コロナ禍でも積極的に調査と交流を行っていた。ただし、やはり、通常の状況ほどには、研究の進展が
見られなかったこともあり、下記に述べるように私費滞在で延長することにした。

                             写真貼り付け                                         写真貼り付け
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ブン・キア・メン氏の研究はかなり進んだとはいえ、やはり、コロナ禍ということで調査が順調に進まなかった点もあった。したがっ
て、彼の大学の許可を得る形で、私費で日本の滞在期間を延長することにした。延長滞在の間に論文を仕上げてしまうだけでなく、その
論文を核とした著書の出版の目処もつけられるように指導していきたいと考えている。

ブン・キア・メン氏の指導にあたっては、まず何よりも博士論文の核となる部分について、2つほどの学術論文に仕上げていくようにし
た。帰国後は、副学部長になるなど、ほとんど研究時間を取ることができなかったこともあり、来日してからは、研究論文を書く体制づ
くりから始めた。コロナ禍ということもあり、対面での意見交換や議論だけでなく、Zoomによる意見交換なども行うことで、徹底して
論文を仕上げるように指導し続けた。そもそも、マレーシアの政治研究においては、もっぱら与党連合による長期政権維持を可能にする
仕組み、とりわけ選挙で常勝する仕組みに関心が払われてきており、国内治安を担う警察も長期政権維持で果たした役割は大きいにも関
わらず本格的研究は皆無である。そうしたことから、警察に着目した博士論文の第3章をさらに展開して投稿論文に仕上げるように指導
した。

2011年から2012年にかけて起きたブルシ抗議運動に対する警察の対応の変化については、一般には、植民地時代から続く国内治安維持
法に基づく警察権力の露骨な行使からより自由主義的で憲法に則り人権に配慮した対応に変化したとされてきた。ブン・キア・メン氏は
それに対して批判的に考察し、基本的には警察の抗議運動に対する態度は変わっておらず、それまでの露骨な暴力性を隠蔽する形に変
わったに過ぎないと論じようとしている。警察は国家に協力的な「良い」抗議運動と非協力的な「悪い」抗議運動に分けて、前者を認め
て後者を合法的に鎮圧するようになったとする。抗議運動に善悪の基準を持ち込むことで、全体としての抗議運動を弱体化させることに
成功したと論じている。この点は非常に貴重な分析結果であり、うまくまとめられれば画期的な学術論文になるはずである。
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マレーシアの首都クアラルンプールにおける抗議運動に対する警察の対応と公的な秩序のあり方の変容（2011年〜2016年）に関する研
究：本研究は、2017年度に京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科に提出した博士論文のなかでも核心となる部分に焦点を当て
たものである。博士論文においては、2011年から2012年にかけて与党連合による長期政権に対するブルシと呼ばれる抗議運動（清廉か
つ公正な選挙を求める運動）とその後の一連の抗議運動における集合的経験・記憶と政治アクターの言説と行動を分析した。そのうえ
で、ブルシ運動前後での警察による抗議行動への対応の変化を詳細に分析することで、警察、そしてマレーシアという国家における公的
な秩序のあり方に変化が起きたことを明らかにした。
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